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自分の動きをとらえながら

できる喜びを味わえる陸上運動指導の工夫
－ＨＤＤビデオ等の効果的な活用と場の工夫を通して－

長期研修Ⅱ研修員 松本 昌寛

《研究の概要》

本研究は、陸上運動（走り高跳び）の学習において、ＨＤＤビデオ等の効果的な活用と

場の工夫を通して、自分の動きをとらえながらできる喜びを味わえることを目指したもの

である。具体的には、ＤＶＤの示範の動きを分析して動きの大切なポイントをつかみ、Ｈ

ＤＤビデオで自分や友達の動きを見ながら課題を明確にし、工夫された場で練習を行うと

ともに、ＨＤＤビデオで課題解決の様子を確認できるようにしたものである。

キーワード 【体育 小学校 陸上運動 走り高跳び ＨＤＤビデオ 場の工夫】

Ⅰ 主題設定の理由

子どもたちは、「運動ができるようになりたい」

「上手になりたい」「記録を伸ばしたい」などの

気持ちをもっている。しかし、体育科の学習にお

いては、実際に自分の動きをとらえることができ

なかったため、自分がどのような動きをしている

のか分からなかったり、自分の動きのよさを実感

できなかったりして、運動への意欲が高まらない

ことが多かった。また、よい動きを示されても自

分の動きとよい動きの比較ができなかったため、

自己の課題が見付からなかったり、見付けた課題

が正しくなかったりすることもあった。さらには、

学習を進めて動きが高まってきても、その動きの

高まりに気付かないなど、子どもたちが、できる

喜びを十分に味わうことができない状況が見られ

た。

これまでの体育科の学習では、自分の動きをと

らえながら、学習を進めることができにくかった。

その原因は、ビデオカメラで自分の動きを撮影し

ても、巻き戻しに時間がかかったり、見たい場面

がすぐに見付からなかったりで手間が掛かり、結

果として練習時間（運動量）が減り、技能を高め

られなかったからである。そこで、一度録画・再

生の操作をすれば、その後は操作を一切すること

なく自分の動きを見られるような設定ができるＨ

ＤＤビデオを活用し、見えなかった自分の動きを

とらえながら学習を進めることが、技能や意欲を

高めるのに有効であると考えた。また、示範の動

きを見るためのＤＶＤを併用することにより、自

分の動きと示範の動きを比較しながら課題を見付

けることができる。そして、課題を解決するため

の練習をする中で、動きの高まりを感じたり、動

きのこつが分かったりしていくと考えた。さらに、

学習前と学習後の動きを比較し、自分や友達の動

きの高まりに気付きながら、充実感や有能感、達

成感などを味わうことができると考えた。

本研究では、ＨＤＤビデオやＤＶＤを友達同士

のかかわり合いの中で効果的に活用して課題を見

付けたり、工夫した場で課題解決のための練習を

行ったりしていくことにより、自分の動きをとら

えながらできる喜びを味わえるようにしたいと考

え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

陸上運動（走り高跳び）の学習において、ＨＤ

Ｄビデオ等を活用し、自分の動きをとらえながら

課題を見付け、工夫した場で課題を追求すれば、

動きが確実に高まり、できる喜びが味わえるよう

になることを実践を通して明らかにする。

Ⅲ 研究の見通し

１ 「つかむ」過程で、ＤＶＤの示範の動きとＨ

ＤＤビデオでとらえた自分や友達の動きを比較

することにより、よい動きと自分の動きや友達

の動きの違いが分かり、理想とする動きに近付

けるための大まかな課題を見付けることができ

見通しをもって追求に当たることができるであ
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ろう。

２ 「追求する」過程で、ＤＶＤの示範の動きを

分析して、動きの大切なポイントを見付け、そ

れを基に、ＨＤＤビデオで自分や友達の動きを

とらえ、工夫した場で練習を行うことにより、

課題を明確にしながら解決のための練習を効果

的に行うことができ、確実に動きを高め、でき

る喜びを味わうことができるであろう。

３ 「まとめる」過程で、ＨＤＤビデオで学習前

と学習後の動きを比較してみることにより、自

分や友達の動きの高まりに気付き、充実感や有

能感、達成感などを感じ、できる喜びを味わう

ことができるであろう。

Ⅳ 研究の内容と方法

１ 研究の内容

できる喜びを味わうには、記録だけでなく理想

とするフォームに近付けるなど、よい動きを身に

付けたり、動きの高まりに気付いたりしていくこ

とが大切である。

そこで、本研究では、ＨＤＤビデオ等の活用と

場の工夫を取り入れることとした。

(1) ＨＤＤビデオ等の活用について

自分の動きをとらえたり、よい動きと比較した

りするには、ＨＤＤビデオ等を活用していくこと

図１ 研究の基本構想図

が有効であると考えた。

ア ＨＤＤビデオ

基本的な使い方は普通のビデオデッキと同じで

あるが、見たい番組を一瞬で検索する機能や録画

しながら別の番組を再生する機能、録画しながら

その番組の最初から再生できる機能がある。これ

らの機能を効果的に使い、通常再生やスロー再生、

遅れ再生等で自分や友達の動きを見合えるように

する。このことにより、子どもたちはかかわり合

いながら自分や友達の課題を見付け、その解決を

目指した学習を展開することができる。そして、

課題が解決されているか確認しながら動きを高め

ていくことができると考える。

特に、遅れ再生は、録画と再生の時間差を任意

に設定して利用するもので、①設置をしておくだ

けで、活動後の自分の姿をすぐにモニターで見る

ことができる。②リアルタイムで自分の動きを見

ることもできる。③今までのビデオのように、巻

き戻しに時間がかかったり、見たい場所がすぐに

見付からなかったりして、練習時間（運動量）が

減ってしまうということもなくなる。

さらに、学習前（試しの運動）の動きをＨＤＤ

の中に保存しておいたりＤＶＤにダビング（ＨＤ

ＤからＤＶＤへのダビングも、ボタンを一つ押す

だけの簡単な操作でできる）したりしておくこと

により、学習前と学習後の動きを容易に比較する

ことができる。

イ ＤＶＤ

示範の動きをより簡単な操作で見られるよう

に、示範の動きをＤＶＤに編集・録画したものを

使用する。ＤＶＤは家庭にも普及しており、通常

再生はもちろん、スロー再生、コマ送り再生など、

子どもたちは容易に操作しながら示範の動きを見

ることができると考えられる。また、テレビモニ

ターで見ることもできるため、友達同士のかかわ

り合いを通して、動きの大切なポイントを分析し

たり、示範の動きと自分や友達の動きを比較した

りすることもできる。さらには、繰り返し見るこ

とにより、よい動きのイメージをもつこともできる。

(2) 場の工夫について

課題を見付け、通常の条件の場（工夫されてい

ない場）で練習を繰り返し行っても、課題を解決

することは難しい。そこで、課題を効果的に解決

していけるような場の工夫が重要である。例えば、

走り高跳びの助走では、①助走角度がつかめるよ

うに助走路にラインテープをはる。②助走位置を
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つかめるように助走を始めるめやすとなる位置に

三角コーンを置く。このことで、理想とする角度

で、自分に合った距離を見付けながら助走ができ

るようになると考える。また、「できそうな気が

する」「○○の動きを試してみよう」など、関心

をもちながら意欲的に活動できるようになると考

える。そして、工夫した場で身に付けた動きを、通

常の条件の場で行えるようになっていくと考える。

２ 研究の方法

(1) 授業実施計画

対 象 小学校 ５年１組 ２１名 期 間 １０月９日～１０月３１日 ６時間

単元名 陸上運動「走り高跳び」 授業者 長期研修員 松本 昌寛

(2) 抽出児
抽出児 運動能力は高いが、課題を明確にしながら練習をすることは少ない。走り高跳びにおいては、どんなフォームで跳

Ａ んだらよいか分からないため、自信がなく苦手意識をもっている。自分の動きとよい動きの比較を通して自分の課

題を詳しく見付け、課題に合った練習を行いながら走り高跳びの動きを高め、できる喜びを味わえるようにしてい

きたい。

抽出児 運動はあまり得意ではないが、真面目に練習に取り組むことができる。走り高跳びの動きを高めたいという願いを

Ｂ もっている。進んで友達とかかわり、互いにアドバイスし合いながら、自分の課題をより明確にできるようにして

いきたい。また、課題に合った練習を工夫した場で行うことで、走り高跳びの動きを高め、できる喜びを味わえる

ようにしていきたい。

(3) 検証計画
検証項目 検 証 の 観 点 検 証 の 方 法

見通し１ 「つかむ」過程で、ＤＶＤの示範の動きを見て、走り高跳びの大まかな動きを知った

り、ＨＤＤビデオで自分や友達の動きをとらえて、大まかな課題を見付けたりしたこ

とは、よい動きと自分の動きや友達の動きの違いが分かり、理想とする動きに近付け

るための課題をつかむのに有効であったか。

見通し２ 「追求する」過程で、ＤＶＤの示範の動きを分析したり、ＨＤＤビデオで自分や友達 ・学習活動の観察

の動きをとらえたり、工夫した場で課題解決のための練習を行ったりしたことは、動 ・学習カードの内容分析

きの大切なポイントを見付けたり、課題を明確にしたりしながら解決のための練習を ・ＨＤＤビデオファイル

効果的に行うことができ、動きの高まりを感じたり、できる喜びを味わったりするの の確認

に有効であったか。

見通し３ 「まとめる」過程で、つかむ過程（試しの運動）の動きと記録会の動きを比較しなが

ら学習活動を振り返り、友達と学習成果を認め合う活動を取り入れたことは、動きの

高まりを感じたり、できる喜びを味わったりするのに有効であったか。

Ⅴ 研究の展開

１ 単元の目標及び評価規準

単元名 陸上運動「走り高跳び」

目 標 安全に気を付け、ＨＤＤビデオ等を活用して互いの動きを見合ったり、教え合ったりし、課題を解決するための練習

を工夫しながら、リズムのある助走から高く跳び、安全に着地する技能を高めて、走り高跳びを楽しむ。

運動や健康・安全への 安全に気を付け、互いの動きを見合ったり、教え合ったりしながら練習を行い、記録に挑戦しよ

評 関心・意欲・態度 うとする。

価 運動や健康・安全につ ＨＤＤビデオ等を活用して、自分や友達の動きと示範の動きを比較しながら課題を見付け、課題

規 いての思考・判断 解決を目指して練習を工夫する。

準 運動の技能 局面ごと（助走・踏切・空中姿勢・着地）の動きを身に付け、リズムある助走から高く跳び、安

全に着地することができる。

２ 指導・評価計画（全６時間）
過 時 評価項目

学習活動 支援及び留意点 ◆は「おおむね満足できる」状況

程 間 ◇は「十分満足できる」状況
つ １ ○学習の進め方や用具の安全な ・学習の見通しをもったり、安全に気を付 ◆走り高跳びに関心をもち、安全に気
か 使い方を知る。 けて学習を進めたりできるように、学習 を付けながら協力して学習を進めて
む ○走り高跳びの大まかな動きを の流れを提示したり、用具の安全な使い いる。

知り、自分の大まかな課題を 方を伝えたりする。 ◇走り高跳びに関心をもち、安全に気
見付ける。 ・大まかな動きをつかむことができるよう を付けながら友達と教え合ったり、

○目標記録を設定する。 に、ＤＶＤで示範の動きを見られるよう 協力して学習を進めたりしている。
にする。 （関心・意欲・態度）＜観察・記録＞

・大まかな課題を見付けることができるよ ◆走り高跳びの大まかな動きが分かり、
うに、ＨＤＤビデオ（遅れ再生）で自分 自分の大まかな課題を見付けている。
の動きが見られるようにする。 ◇走り高跳びの大まかな動きが分かり、

・簡単に目標記録を設定できるように、ノ 自分の大まかな課題を適確に見付け
モグラムを用いて算出できるような学習 ている。
カードを準備する。 （思考・判断）＜観察・記録＞

追 ４ ＜めあて１＞ ・気付かなかった動きのポイントにも気付 ◆互いの動きを見合ったり、互いに教
求 ○局面ごとの動きの大切なポイ くことができるように、動きの大切なポ え合ったりしながら、進んで練習に
す ントを知り、自分の課題を詳 イントを局面ごとに一斉で話し合うよう 取り組んでいる。
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る しく見付け、工夫した場で課 にする。 ◇互いの動きを見合ったり、互いに教
題を解決するための練習を行 ・常に示範の動きと自分の動きが比較でき え合ったりしながら、課題の解決を
う。 るように、ＤＶＤの示範の動きはエンド 目指して、進んで練習に取り組んで
①助走（１時間目） レス（スロー再生）で再生する。 いる。
②踏切（２時間目） ・自分の動きを見て課題を見付けることが （関心・意欲・態度）＜観察・記録＞
③空中姿勢、着地（３時間目） できるように、ＨＤＤビデオを遅れ再生 ◆走り高跳びの大切なポイントを基に、

やスロー再生で見られるようにする。 自分の課題を明確にし、動きのこつ
○自分の課題となる局面を選び、・よい動きを身に付けることができるよう を見付けながら取り組んでいる。
課題の解決を目指して練習を に、工夫した場を提示し、課題の解決の ◇走り高跳びの大切なポイントを基に、
工夫する。（４校時目） ための練習が行いやすいようにする。 自分の課題を明確にし、動きのこつ

・自分の取組に自信をもつことができるよ を見付けながら計画的に取り組んで
うに、自分の課題に合った練習をしてい いる。
る子どもを紹介する。 （思考・判断）＜観察・記録＞

・スパイラル的に学習を進めることができ ◆動きの大切なポイントに基づいて、
るように、課題が解決されている子ども 走り高跳びの動きを高めて、安全に
には、よい動きと自分の動きを比較しな 跳び越している。

＜めあて２＞ がら新たな課題を見付けるように助言す ◇動きの大切なポイントに基づいて、
○自分の目標記録に挑戦する。 る。 走り高跳びの動きを高めて、高く跳

・目標記録に対する達成度が確認できるよ び越している。
うに、ノモグラムから算出した得点表を （技能）＜観察＞
基に、記録に挑戦するよう伝える。

ま １ ○記録会をする。 ・自分の取組に自信をもつことができるよ ◆リズムある助走から足の裏全体で踏
と ○自分や友達の動きの高まりを うに、記録が伸びたことや動きの高まり み切って、高く跳び、安全に着地す
め 確認しながら単元のまとめを が見られた子どもを紹介する。 る動きを高めている。
る する。 ・充実感や有能感を味わうことができるよ ◇スピードを生かした助走から足の裏

うに、感想の交流を図り、記録の伸びや 全体で踏み切って、高く跳び、安全
動きの高まりを認め合えるようにする。 に着地する動きを高めている。

（技能）＜観察＞
◆学習前と学習後の動きを比較して、
自分や友達の動きの高まりに気付い
ている。

◇学習前と学習後の動きを比較して、
適確に自分や友達の動きの高まりに
気付いている。

（思考・判断）＜観察・記録＞

Ⅵ 研究の結果と考察

１ 「つかむ」過程で、理想とする動きに近付け

るための課題をつかむのに有効であったか

まず、走り高跳びの大まかな動きをつかむため

に、事前に編集したＤＶＤで示範の動きを確認し、

一連の動きの中から気付いたことを発表し合った

（図２）。子どもたちが見付けた大まかな動きは、

スロー再生や一時停止で見合い、共通理解を図っ

た。次に、知った大まかな動きを参考に試しの走

り高跳びを行った（図３）。

試しの走り高跳び後、友達とＨＤＤビデオ（遅

れ再生）でその様子を見合い、大まかな課題を見

付け合った。また、常に示範の動きを見ながら比

較できるように、ＤＶＤはエンドレス（通常再生

図２ 大まかな動きを見付ける様子

とスロー再生の交互）で再生しておいた。さらに、

助走のリズムがとりやすいように、助走を始める

めやすとなる位置に三角コーンを設置し、３歩助

走で試しの走り高跳びを行うように伝えた。そし

て、大まかな課題が見付けられるように、ＨＤＤ

ビデオを再度見るように伝えたり、友達とアドバ

イスし合いながら見付けている子どもを賞賛した

りした。その後、試しの走り高跳びの感想を出し

合い、共通のめあてや自分のめあてを明確にした。

抽出児Ａ（以後Ａ）は、学習前のアンケートで、

「自分の動きがビデオなどで見られたらどうです

か」という質問に対して、「あまりうれしくない」

と回答し、その理由を「苦手だからあまり自分の

姿を見たくない」と答えていた。しかし、示範の

動きをＤＶＤ（スロー再生）で見ることにより、

図３ 試しの走り高跳びの様子
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よい動きのイメージをもつことができ、今まで自

分がとらえていた動きとの違いにも気付くことが

できた。また、試しの走り高跳びでは、自分の動

きを確認するＨＤＤビデオが設置されている場

で、何度も自分の動きをとらえたり、示範の動き

と自分の動きを比べたりしながら、理想とする動

きに近付けるための課題を意欲的に見付けてい

た。また、バーの代わりにゴムひもを使ったこと

が、恐怖心を和らげ、安心して試しの走り高跳び

に取り組むことにつながったようである。感想の

中にも、「こわくなくなってよかった」という記

述が見られた（資料１）。

抽出児Ｂ（以下Ｂ）は、話し合った走り高跳び

の大まかな動きを基に、進んでＨＤＤビデオ（遅

れ再生）を見て、「膝が曲がっていた」「跳ぶと

きに強く踏み切れていない」など、自分の動きを

とらえながら大まかな課題を見付けることができ

た（資料２）。また、課題が見付からない友達の

課題も一緒に見付けてあげるように伝えたとこ

ろ、友達と互いの動きを見合う姿も見られた。大

まかな動きを知ることにより、自分や友達の課題

を見付けることができたようである。

全体として、「助走が合わない」「足が引っか

かってしまう」「着地が安定していない」など、

示範の動きを見てつかんだ大まかな動きのポイン

トを基に、自分の大まかな課題を見付けることが

できた。また、最初はＨＤＤビデオに映し出され

る自分の姿に恥ずかしさを感じていた子どもも、

「振り上げ足が思ったよりも上がっていないので、

もっと上がるように練習したい」などの感想をも

つことができた。

以上のことから、ＤＶＤの示範の動きを見て走

り高跳びの大まかな動きを知ったり、ＨＤＤビデ

オで自分や友達の動きをとらえて、大まかな課題

を見付けたりしたことは、理想とする動きに近付

けるための課題をつかむのに有効であった。

資料１ 抽出児Ａの学習カード

２ 「追求する」過程で、動きの高まりを感じな

がらできる喜びを味わうのに有効であったか

＜学習の流れ＞

第２～４時は、局面ごとに大切なポイントをＤ

ＶＤの示範の動きを見て話し合った（図４）。Ｄ

ＶＤプレーヤは、スローやコマ送りで再生し、動

きが分かりやすいようにした。子どもが気付かな

いポイントについては、一時停止をしたり気付い

てほしいポイントを投げ掛けたりした。そして、

話し合った動きの大切なポイントを基に試しの走

り高跳びを行い、自分や友達の課題を詳しく見付

け合った。教師は、自分の課題や練習方法が明確

になるように、「抜き足はどうなっている？」「抜

き足を上手に抜くにはどうしたらいいの？」と問

い掛けた。

その後、課題に合った練習をグループごとに工

夫された場で行い、グループ内ペアで確認の場（Ｈ

ＤＤビデオが遅れ再生で設置されている場）で動

きが高まり、課題が解決しているか見合った（図

５）。課題が解決され

ていない場合は、示範

の動きのＤＶＤを再度

見て、よいイメージを

つかみ直しながら課題

解決のための練習を行

った。また、課題が解

資料２ 抽出児Ｂの学習カード

図４ 話し合った動きの大切なポイント

図５ 課題が解決しているか

見合う様子
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決している場合は、新たな課題を見付け、その課

題を解決するための練習を行った。教師は、動き

のこつが見付けられるように、「どんなところに

気を付けたらよい動きができたの？」「どんなこ

とを意識しながら練習しているの？」と問い掛け、

自分の言葉で動きの

こつを伝えられるよ

うにした。また、話

し合った動きのポイ

ントや見付けた動き

のこつは、掲示をし

て、確認しながら練

習が行えるようにし

た（図６）。

第５時は、第２時

～４時の局面ごとの

練習を想起したり、

再度ＨＤＤビデオで

自分の動きをとらえたりしながら、より動きを高

めるための課題を選び、自分の課題に合った場で

工夫しながら練習を行った。また、かかわり合い

をもちながら動きが高められるように、同じ課題

の友達と練習し合うように伝えた。

＜場の工夫＞

各局面においては、以下のような場の工夫を行った（図７）。

局面 場 の 工 夫 高まる動き

① バーの1/4、マットから80㎝程度 ○ 理想とする角度で、自

助 離れた位置から助走角度が45度にな 分に合った助走距離を見

る所に４ｍ程度の長さでラインテー 付けることができる。

走 プを貼る。

② めやすとなる位置（踏切位置から

３ｍの位置）に三角コーンを置く。

① マットと踏切板の間に距離調節器 ○ 理想とする踏切位置で

踏 を入れる。（バーから80㎝程度離れ 踏み切ったり、足の裏全

た位置で踏切ができる。） 体で踏み切る感覚をつか

切 ② 踏切板を45度の角度で設置する。 んだりすることができる。

① 踏切の局面と同様に、ロイター板 ○ ロイター板を使って踏

空 （45度の角度）と距離調節器（マッ み切ることで滞空時間を

中 トとロイター板の間）を設置する。 作ったり、二重バーを跳

姿 ② 二重バーは、ゴムが２本かかるよ び越えることで重心を上

勢 うに、塩ビパイプで作った自作教具 げたりしながら、理想と

を使う。ゴムとゴムの間隔は、10㎝ する抜き足などの空中感

程度にする。 覚をつかむことができる。

① 踏切・空中姿勢の局面と同様に、 ○ 高い位置から着地する

着 ロイター板（45度の角度）と距離調 感覚や理想とする着地位

節器（マットとロイター板の間）を 置、着地後の動き（助走

地 設置する。 の延長線上に走る）をつ

② 着地位置から走り抜ける位置(助走 かむことができる。

の延長線上）にラインテープを貼る。

図７ 場の工夫

図６ 話し合った動きの大切なポイントとつかんだこつ
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＜ＤＶＤとＨＤＤビデオの設置＞

示範の動きと自分や友達の動きを比較しながら

学習が進められるように、ステージ上に二つのテ

レビモニターを並べて設置した（図８）。示範の

動きを映し出すＤＶＤは、通常再生とスロー再生

の交互で再生するように編集し、よい動きのイメ

ージをもちやすいようにした。ＨＤＤビデオは、

15秒遅れで設定し、ペアの２人が跳び終わった後

に、２人の動きを続けて見られるようにした。

＜授業の実際＞

第２時（助走）

動きの大切なポイントを話し合って見付け、ラ

インテープと三角コーンを準備した場で練習を行

った（図９）。

Ａは、真っすぐに助走ができていないことを課

題とした。ラインテープに沿って助走の練習を繰

り返すことにより、真っすぐに助走ができるよう

図８ ＤＶＤとＨＤＤビデオ

図９ 助走の場

○距 離 …自分に合った長さ（約３ｍ位）
○リズム …少しずつスピードが上がる
速 さ （最後の３歩を速く）

○歩 数 …基本は３歩（次は５歩、最後は７歩）

になってきた。また、自分に合った助走位置を見

付け、スピードに乗った助走ができるようになっ

てきた。

Ｂは、リズミカルに助走ができていないことを

課題とした。友達に「１、２、３」の声を掛けて

もらいながら練習を行った。最初はタイミングが

上手くつかめていなかったが、「１、２、３」の

掛け声に合わせることで、リズミカルに助走がで

きるようになった。

第３時（踏切）

動きの大切なポイントを話し合って見付け、踏

切位置に踏切板を準備した場で練習を行った（図

10）。

Ａは、踏切位置が近すぎることを課題とした。

踏切板を置いた場で練習をすることにより、バー

から離れた位置で、力強く踏み切れるようになっ

た。また、自分の動きをＨＤＤビデオで見て、「バ

ー（ゴム）から離れて跳べている」と、自分の課

題が解決されたことを確認することもできた。

Ｂは、強く踏み切れていないことを課題とした。

「どうやったら強く踏み切れそう？」と聞くと、

「１、２、３の掛け声の３の所を『バーン』と強

く言って、踏切板を強くたたくようにする」と答

えた。学習後には、「『バーン』と言ったので力

強く踏み切れた」と活動を振り返っていた。また、

ペアで見合う中で、動きの大切なポイントを基に、

友達に「足の裏全体で強く踏み切れていないよ」

「踏切と同時に手が上がっているね」などのアド

バイスを行う姿も見られた。

図10 踏み切りの場

○位置…バー（ゴム）に近すぎない
（バーから〔片手＋胴体〕
分離れた位置）

○強さ…足の裏全体で強く踏み切る
○上体…踏切と同時に手を上げる
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第４時（空中姿勢・着地）

動きの大切なポイントを話し合って見付け、ロ

イター板と塩ビパイプで作った（自作）二重バー、

ラインテープを準備した場で練習を行った（図

11）。

Ａは、つま先から着地できていないことを課題

とした。そして、着地の方向を示したラインテー

プに沿って走り抜ける練習をすることにより、両

足着地になりがちだった動きが片足ずつ、つま先

からの着地に改善された。

Ｂは、着地で走り抜けていないことを課題とし

た。そして、自分が余裕をもって跳べる高さの場

を選んで、着地位置を示したラインテープに沿っ

て走り抜ける練習を行い、安定した着地をして、

走り抜けることができた。

＜第５時（自分の課題となる局面）＞

Ａは、空中姿勢・着地の局面の動きを高めるこ

とを課題とした。そして、空中姿勢・着地の場を

選択し、足を伸ばすことと足から安全に着地する

ことに気を付けながら練習に取り組んだ。練習を

通し、助走から着地までの動きが高まってきた様

子がうかがえた。「振り上げ足が高く振り上げら

れるようになってきた」「着地が安定してきた」

などの授業を振り返る感想を記入していることか

らも、動きの高まりを感じながら、自分の動きに

自信がもてるようになったと考える。

Ｂは、空中姿勢の動きを高めることを課題とし

た。そして、二重バーの場で滞空時間を作りなが

図11 空中姿勢・着地の場

＜空中姿勢＞
○振り上げ足…膝から高くふり上げる
○抜 き 足…胸に引きつける
○上 体…手を開き、体をひねる

＜着地＞
○ 足 …振り上げ足から順に片足ずつ着地する

振り上げた足のつま先から着地する
走り抜ける

○上体…体を後ろへ傾けない

ら抜き足を引きつける練習を行った。授業後の感

想に、「抜き足が胸に引きつけられるようになっ

た」と記入している様子からも、動きの高まりを

実感できたと考えられる。

全体として、動きの大切なポイントを見付けた

ことにより、互いに見合うポイントが明確になり、

ＨＤＤビデオを見ながら、「まだ膝が曲がってい

るよ」「さっきよりも膝が伸びているみたい」な

ど、適確なアドバイスが行われるようになってき

た。また、「魔法の板（ロイター板）を使ったら

跳べるようになった」「空中にいる時間が長く感

じられて、抜き足が意識しやすかった」など、工

夫した場での練習が効果的に行われている感想を

聞くことができた。

学習前アンケートでは、「よい動きのイメージ

をつかめるか」という問いに、「すぐつかめる」

と回答した子どもは３人（14％）、「つかめる」

が12人（57％）、「あまりつかめない」が６人（29

％）であったが（図12）、学習後のアンケートで

は、「示範の動きをＤＶＤで見たことは、よい動

きのイメージをつかむのに役立ったか」という問

いに対して、「とても役に立った」が15人（71％）、

「役に立った」が５人（21％）、「あまり役に立

たなかった」が１人（５％）であった（図13）。

図12 よい動きのイメージ

図13 ＤＶＤ活用の有効性

よい動きのイメージをつかむことができるか

（学習前アンケートより）
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その理由として、「自分の動きとよい動きを見比

べて練習できたから」「『そのように跳ぶんだ』

と、見本になって跳びやすかった」などが挙げら

れた。「あまり役に立たなかった」と答えた子ど

もは、「練習に夢中であまりＤＶＤを見なかった」

と、回答していた。

また、「ＨＤＤビデオで自分の動きを見たこと

は学習に役に立ったか」という問いに対しては、

「とても役に立った」と回答した子どもが16人（76

％）、「役に立った」が５人（24％）で、「あまり

役に立たなかった」「役に立たなかった」と回答

した子どもは１人もいなかった（図14）。その理

由として、「自分のできていないところが分かっ

た」「どんな風に跳んでいるか分かって、課題が

見付けやすかった」「自分で見付けた課題をチェ

ックできたので役に立った」などが挙げられた。

さらに、「工夫された場で練習を行ったことは、

動きを高めるのに役に立ったか」という問いに対

しては、「とても役に立った」と回答した子ども

が13人（62％）、「役に立った」と回答した子ど

もが８人（38％）で、「あまり役に立たなかった」

「役に立たなかった」と回答した子どもはいなか

った（図15）。その理由として、「ラインテープ

に気を付けたら、助走の時に曲がらなくなった」

「踏切が強くなった」「空中にいる時間が長くな

った」などが挙げられた。

以上のことから、「追求する」過程で、ＤＶＤ

の示範の動きを分析して、局面ごとの大切なポイ

ントを見付けたり、ＨＤＤビデオで自分や友達の

動きをとらえ、局面ごとの課題を明確にする活動

を取り入れ、工夫された場で課題解決のための練

図14 ＨＤＤビデオの有効性

ＨＤＤビデオで自分の動きを見たことは、

学習に役に立ったか

16
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  B

習を行ったことは、動きを高めるのに有効であっ

たと考えられる。

３ 「まとめる」過程で、動きの高まりを感じた

り、できる喜びを味わったりするのに有効であ

ったか

「記録に挑戦しながら、学習前と学習後の動き

を比べ、動きの高まりを感じよう」を本時のめあ

てとして記録会を行った。まず、ＤＶＤに収録し

てある単元導入時（試しの運動）の友達の動きを

見て、その動きをとらえた。次に、友達が記録に

挑戦する様子を見た。そして、実際に跳んでいる

様子を見て気付いたことを再度ＨＤＤビデオ（遅

れ再生）で確認し、気付いた動きの高まりを発表

し合った。充実感や有能感、達成感を味わうこと

ができるように、動きの高まりを積極的に認め合

うように伝えた。

Ａは、友達から「振り上げ足が高く上がってい

た」「空中姿勢がきれいだった」「片足ずつ着地

できて、走り抜けられた」などの感想をもらい、

笑顔を見せた。記録も、単元導入時の「試しの運

動」と単元末の「記録会」を比較して15㎝伸びた。

学習後の感想には、「怖くなかったし、前より上

手になってよかった」「実際に自分の動きを見ら

れてよかった」という記述が見られた。

Ｂは、「最初は抜き足が引っかかっていたけど、

きれいに胸に引きつけられていた」などの動きの

高まりを友達から見付けてもらった。また、試し

の運動時の記録75㎝を記録会では90㎝に伸ばすこ

ともできた。学習後に、「リズミカルな助走や安

定した着地ができるようになってよかった」「自

分の動きをビデオで確認しながら練習したので上

達した」「また頑張りたい」「すごく楽しかった」

図15 場の工夫の有効性

工夫された場で練習を行ったことは、

動きを高めるのに役立ったか
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と、学習を振り返ることができた。

全体として、子どもたちは学習を振り返り、「１

時間目の動きと全然違うのが分かってびっくりし

た」「動きが高まり、記録も伸びた」「前まで跳

べなかったのが余裕で跳べるようになった」「自

分やみんなは前より動きがすごく高まっていた」

など、動きの高まりを味わえた感想が多数書かれ

ていた。学習前と学習後の動きを比較しながら（図

16）、自分や友達の動きの高まりを見付け、伝え

合うことを通し、充実感や有能感、達成感などを

感じ取りながらできる喜びを味わうことができた

と考える。

図17 学習前と学習後の記録の比較

図16 学習前と学習後の動きの比較
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また、記録会では、全員が85㎝の高さを跳ぶこ

とができるなど、学習後の記録にも伸びが見られ

た（図17）。

以上のことから、「まとめる」過程で、「つか

む」過程（試しの運動）の動きと記録会の動きを

を比較しながら学習活動を振り返り、友達と学習

成果を認め合う活動を取り入れたことは、動きの

高まりを感じたり、できる喜び味わったりするの

有効であったと考える。

Ⅶ 研究の成果と課題

１ 成果

○ 示範の動きを分析してよい動きのポイントを

つかんだり、自分の動きと示範の動きとの比較

から課題を明確にしたりすることで、子どもた

ちは、意欲的に課題解決に取り組むことができ

た。また、工夫した場で練習を行うことで、よ

り効果的に課題解決を行うことができた。特に、

自分の動きと示範の動きをＨＤＤビデオ等で比

較しながら練習したことが、課題解決につなが

り、動きの高まりやできる喜びを感じることに

なったと考える。

○ ＨＤＤビデオを活用しての遅れ再生は、一度

録画・再生の操作をすれば、その後は操作を一

切することがないため、子どもたちは、運動量

を確保しながら何度も自分や友達の動きを確認

することができた。また、互いの動きを見合い

ながらアドバイスし合ったことは、動きを高め

るのに効果的であったことから、子ども同士の

かかわり合いの大切さを感じた。

２ 課題

○ 今後は、他の単元や領域、学年で、ＨＤＤビ

デオ等を効果的に活用したり、場の工夫を行っ

たりすることで、子どもたちが自分の動きをと

らえながら動きを高め、できる喜びを味わえる

ような学習過程の工夫を考え、指導に生かして

いきたい。
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